
公園の再整備計画等について

事例：大規模公園 王子公園

身近な公園 若松公園

資料4



最近のまちづくり再編の動き

神戸都心・ウォーターフロント再開発
（生田川公園、磯上公園）

各駅前再開発 名谷駅
（落合中央公園）

背景



まちの再編に合わせて公園も再編することを位置付け

緑の基本計画

KOBEパークリノベーション 大規模公園ビジョン

位置付け

身近な公園に関しては 大規模公園に関しては



KOBEパークリノベーションより



大規模公園ビジョンより



〇公園再整備を考えるときに考慮すべきこと

〇各再整備計画において考慮すべきこと
・防災機能
・景観
・隣接施設との連携 ほか

今回ご意見いただきたいこと



事例①：王子公園（総合公園）再整備
面 積：191,500㎡
種 別：総合公園
所在地：灘区王子町２・３丁目、青谷町1丁目

概 要（再整備基本方針より）：
阪急王子公園駅周辺は六甲山系の美しい山並みを背景とした阪神間を
代表する景観が広がり、良好な住環境が形成されている。
文化施設や教育施設、スポーツ施設が集積する学術・文化のまちとし
て発展を遂げてきた。
一方で、施設が老朽化しており時代の変化への対応が求められており、
利便性が高い文教エリアのポテンシャルを十分に活かせていないとい
う課題がある。
そこで、再整備により、文教都市・神戸としての地位を高め、王子公
園エリアの新たな価値を創出するために大学誘致を行い、王子動物園
をはじめとする公園内の施設を適切に維持・更新し、将来の世代へ継
承していく。



王子公園現況
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他

市民のみなさまからご意見をいただく機会です。

市民
ヒアリング
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王子公園再整備基本方針

ゾーニングゾーン名称 ゾーニングの考え方

動物園ゾーン 現在の場所で同程度の敷地面積を確保

大学ゾーン
緑の広場に隣接して配置し、開放的な空間
を創出

スポーツ
ゾーン

既存の体育館や弓道場が立地する公園北側
に集約

緑の広場 開放的な空間として駅前に整備

シンボル
プロムナード

緑の景観軸として、緑の広場と各ゾーンを
結ぶ遊歩道を整備

駐車場
補助競技場の位置に集約し、公園東側に駐
車場への進入路を確保
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全体計画平面図（案）

王子公園駅
との動線

灘駅との
動線

主な歩行者動線

駐車場進入路

緊急車両動線 11

スポーツゾーン

動物園ゾーン

緑の広場

大学ゾーン

駐車場

東側の園地・園路

スポーツセンター



スポーツゾーン

12

多目的
な広場

多目的な広場



JR灘駅からの動線

阪急王子公園駅
からの動線

シンボルツリーを残します 木陰

木陰
木陰

大学

かまどベンチ

滞留空間
イベント空間

親水空間

休憩施設

王子動物園

ゲート・
にぎわい施設

緑の広場・シンボルプロムナード
防災機能、にぎわい施設や
イベント空間を確保した開放的な空間
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親水空間



緑陰を確保しながら、安全で快適
に散策やジョギングができる空間

主な歩行者動線

駐車場進入路

東側の園地・園路
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休憩施設



駐車場
(一般車・バス)

バス駐車場(イメージ)

駐車場アクセス道イメージ

屋上テニスコート

立体駐車場 景観に配慮した
建物デザイン

屋上テニスコート(イメージ)
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立体駐車場(イメージ)



『まもる』
１．種の保存など、生物多様性保全
に貢献する動物園

『まなぶ』
２．動物を通して自然や環境への扉を
ひらく教育の推進

『ふかめる』
３．希少動物の保全や動物福祉の向上
に資する調査・研究の推進

『たのしむ』
４．誰もが安全に安心して楽しめる
憩いの場の創出

『はぐくむ』
５．市民・地域・来園者と
共に歩み行動する動物園

【王子動物園リニューアル基本構想（2022年12月策定）一部抜粋】

目指すべき方向性(概念図)

動物園ゾーン
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キャンパスのイメージ

緑の広場・シンボルプロムナードと一体となる

地域に開かれたキャンパス

何れも提案段階の素案であり、詳細な仕様は今後あらためて検討し具体化する予定です。
また、王子公園部分の整備内容や樹木配置等は優先交渉権者がイメージしたものであり、
市が検討を進めている整備内容等を示したものではありません。
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大学ゾーン



〇開放するキャンパス内の施設

〇石積擁壁をなくし、緑の斜面に

〇周辺の緑地空間とシームレスに繋がる開放的なキャンパス

緑の広場から芝生の丘、中庭、散策の庭を

緑のネットワークでつなぎ、一体感を創出

▶レストラン
眺望を楽しみながら食事を楽しめるレストランを計画

▶まちライブラリー（図書館）
市民が利用できる大学図書館「まちライブラリー」を検討

▶オープンラボ
学生と市民等が集う、学びと交流のプラットフォームを形成

▶テラス
周辺の緑がキャンパスのテラスの緑と立体的に連続する空間を計画

現状 計画後

何れも提案段階の素案であり、詳細な仕様は今後あらためて検討し具体化する予定です。
また、王子公園部分の整備内容や樹木配置等は優先交渉権者がイメージしたものであり、
市が検討を進めている整備内容等を示したものではありません。 18

大学ゾーン グラウンドレベルのイメージ



事例②：若松公園（近隣公園）再整備

面 積：16,100㎡

種 別：近隣公園

所在地：神戸市長田区若松町６丁目４５ 日吉町１丁目１０，２
丁目１

概 要（新西市民病院整備基本構想・同基本計画より）：

神戸市立医療センター西市民病院は、施設の老朽化や医療の高
度化・複雑化、また感染症への対応強化を図るため、若松公園へ
の移転を計画している。

移転に際しては、市街地西部の中核病院としての機能はもとよ
り、地域に開かれた病院として、雨天時でも子どもが遊べる交流
スペースや利便施設（カフェ等）を整備するほか、災害対応病院
として、災害時に求められる十分な施設・設備を整備し、公園と
の一体的な活用によって地域の災害対応機能を強化する。



若松公園現況図

鉄人モニュメント

グラウンド

遊具広場



グラウンド

鉄人広場

モニュ
メント

新病院

緑の遊び場

学 校

交番

通路

公園の開放感に配慮

JR 新長田駅

計画敷地 交流
スペース等

基本計画（R5.2）建物配置計画図



災害時における病院・公園を含む周辺の公共施設との連携概念図



基本構想（R3.11）時のイメージパース


